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３．勉強会・講演会の開催 

(１) 開催の目的と方法 

１) 開催の趣旨・目的 

・ 『雲仙プラン１００プロジェクト』では、雲仙地域並びに国立公園の再生に向けて、「みん

なが考え、みんなが行動し、みんなが支え合う」プランづくりを目指している。 

・ 本勉強会・講習会は、準備ワーキングや準備委員会メンバーをはじめ、地域の人々や事業者

が積極的に参加・行動を起こし、主体的にやる気を持ってプランづくりに取り組めるよう、

みんなが意識を高めあうこと、また、具体的な検討・課題解決に必要な知識を身につけるこ

となどを目的として、開催する。 

２) 開催の方法 

・ 雲仙地域及び島原半島地域に関することをテーマに、講師を招き、関係者や地域の人々の自

由参加のもとで開催した。 

・ 開催日、講師の人選、テーマなどについては、準備ワーキング・準備委員会で検討し、決定

した。 

・ 雲仙地域で２回、島原半島全域を対象に２回開催した。 

３) テーマ及び講師 

雲仙地域及び島原半島地域について、それぞれ次のテーマ及び講師による勉強会・講演会を開

催した。 

対象地域 テーマ 講師 開催日 

雲仙地域 
宝さがしから始まる観光地域

づくり 

京都嵯峨芸術大学 教授 

真板昭夫氏 

2011.2.4 

2011.2.5 

地産地消の取り組み（湯布院

での取り組み） 

ゆふいん料理研究会 代表 

新江憲一氏 

2011.6.27 

島原半島地域 まちづくり・ユニバーサルデ

ザイン 
(有)ミカユニバーサルデザイン

オフィス 取締役社長 

長谷川美香氏 

2011.4・20 

国内の温泉街の街づくり事例 
㈱梵まちつくり研究所 代表 

吉田道郎氏 

2011.10.25 
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(２) 勉強会・講習会の開催 

１) 「宝さがしから始まる観光地域づくり」勉強会・講演会 

平成23年２月、豊富な実践経験をもとに「宝探しから持続可能な地域づくりへ～日本型エコツ

ーリズムとはなにか～」という本を出版された、京都嵯峨芸術大学教授真板昭夫さんをお招きし、

講習会・勉強会を開催した。雲仙でも取り組んできた「あるもの探し」の原点を再確認し、

「宝」からプランづくり、地域活性化につなげていく道筋についてアドバイスいただくことを期

待したものである。 

① 開催概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 開催結果 

■フィールドワーク 

講 師：真板昭夫氏（京都嵯峨芸術大学 教授） 

日 時：2011年２月４日（金）14：30～18：00 

場 所：雲仙お山の情報館別館発着（詳細はタイムスケジュール参照） 

 

雲仙プラン１００プロジェクトでは、平成22年11月に小地獄班、札の原班、12月に絹

笠山班、別所班、仁田峠班で「あるもの探し」を行った。その後、そこで発掘した地域の

資源やその周辺の環境などを勘案し、雲仙プラン１００プロジェクトのワーキングメンバ

ーが「こんな活用ができればいいなぁ！」「こんなことができれば、もっと、この資源が

活かせるぞ」と、雲仙の魅力づくりとして実践していきたい＜一押しプラン＞を準備して

きた。 
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当勉強会のフィールドワークでは、その一押しプランを中心に、「あるもの探し」で見

つけた資源の紹介をしながら、講師である真板昭夫氏とともに各ポイントをまわり、検証

を行うこととした。 

タイムスケジュール 

2/4（金） 

14：30 

お山の情報館別館 

＊開会 

＊真板昭夫氏あいさつ 

＊参加者自己紹介（１人 1 分） 

＊これから回るコースの概要説明 市来勇人 

15：00 

↓ 

＊出発 

＊東洋館マイクロバスと加藤自然保護官の車に分乗 

15：20 

↓ 

ロープウェイ（仁田峠班） 

＊あるもの探しの成果、一押しプランの紹介① 石田直正 

16：15 

↓ 

小地獄（小地獄班） 

＊あるもの探しの成果、一押しプランの紹介② 石田真隆 

16：35 

↓ 

教会（札の原班） 

＊あるもの探しの成果、一押しプランの紹介③ 荒木美智子 

17：00 

↓ 

白雲の池（絹笠山班） 

＊あるもの探しの成果、一押しプランの紹介④ 森佑一郎 

17：25 

↓ 

旧八万地獄（別所班） 

＊あるもの探しの成果、一押しプランの紹介⑤ 加藤隆太 

17：45 

↓ 

お山の情報館別館 

＊真板昭夫氏による全体講評 

18：00 ＊閉会 

＊終了 

 

  

仁田峠展望台（仁田峠班）      雲仙教会（札の原班） 

 

  

白雲の池（絹笠山班）        旧八万地獄（別所班） 
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■勉強会・講演会の開催 

講 師：真板昭夫氏（京都嵯峨芸術大学 教授） 

日 時：2011年２月４日（金）19：00～21：00、２月５日（土）10：30～12：00 

場 所：雲仙お山の情報館別館 

 

勉強会・講演会は、以下に抜粋したパワーポイント資料を使用して行われた。 
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真板氏講演の様子 

 

「宝さがし」は、個々に新しいツアープログラムづくりのために行うというよりは、みんなで

資源探しに歩くことによって、雲仙に住む自分たち自身が他に誇れるものを見つけ出し、共通認

識として確認することがまず大事だということが理解された。 

これをきっかけに「雲仙とは何か」を改めて考え直すきっかけになった。それを観光まちづく

りの出発点とすること、言い換えると、宝さがしを戦略的にまちづくりに生かしていくことの意

義を学ぶことができた。 
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２) 食の勉強会～湯布院での食の取り組み～ 

雲仙地域は食材の宝庫である島原半島に位置し、特に、雲仙温泉は、その利用拠点として、

宿泊施設や飲食店が軒を連ねる。その立地を活かし、地域を元気にするため、宿泊施設の調理

師の方々や飲食店にも意識を持って取り組んでもらうため、小俣郁雄専門委員の紹介で、地産

地消の先進地である湯布院温泉より、その取り組みの中心であるゆふいん料理研究会会長の新

江氏を招聘し、食の勉強会を開催した。 

午前中は、ゆふいん料理研究会の取り組みや現在の旅行客に提供すべき食やサービスについ

てお話しいただき、午後は、各ホテルの調理スタッフや飲食店店主を対象に、豆腐料理につい

ての勉強会も行われた。 

① 開催概要 

講 師：新江憲一氏（ゆふいん料理研究会会長、湯布院温泉草庵秋桜総料理長） 

日 時：2011年６月27日（月）11：00～12：00 

場 所：お山の情報館別館会議室 

聴 講：22名 

  

② 開催結果 

・ 草庵秋桜という13部屋の25から30名くらいの旅館の料理長をしている。 

・ 湯布院に住んで23年。そのうち５年間はイタリアに住んでいた。 

・ 由布院に調理師会がなかったため、料理人で集まりませんかと声掛けをして「ゆふいん料理

研究会」を発足させた。 

・ 湯布院では３泊４泊が当たり前、同じ料理をださないように配慮している。メニューがＦＡ

Ｘで流れてくるが、メニューだけではわからないので、料理研究会で何をだしていますか

というのをお互いの共有もする。 

・ 最初は修業先で身に付けた料理をだしていたが、中谷健太郎氏（由布院温泉で旅館亀の井別

荘を経営する実業家。2009年第１回観光庁長官表彰。）に「新江くんの料理は、お客様に

も、命にも、つながっていない」といわれ、命につながるってなんだろうと考えた。 

・ また、中谷健太郎氏に料理って何かとたずねた時、「食べ物です」といわれた。つまり「料

理」とは、食材を食べやすくしたものなのだろうと思った。そこからさらに、その食べ物

は誰のために、なんのためにと考え深めていったが、ここからは料理人の枠で通用するも

のではなく、お客さんへのホスピタリティという枠にはいったものだった。 

・ 今の時代は、料理を「全力」でつくっても、お客さんは「全力」を求めていない。昔と違い、

お腹がすいていない時代。100％お腹がすいていないお客さんに100％の料理を出すと残飯

もでてしまう。ぼくは今、６割で作るようにしている。 
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・ 何週間も何カ月も前から予約して、半日かけて遠くから来たお客さんはお腹いっぱいになり

たくてきているわけではない。「その町」や「料理」にふれることで、極端にいえば、生

きていてよかったと思いたくて来ている。 

・ 時代がこれだけ変わっているのだから、自分の習った料理をそのまま提供するのではなく、

変えなくてはいけないものがある。変えないと次の時代にうけとってもらえないというこ

ともある。 

・ またある時、中谷健太郎氏に旅館の商品は何かとたずねた。すると中谷氏は「人と人が出会

う仕組みが原点にあって、お客はそれ以外は望んでいないし、旅館もそれ以外のことはで

きないんじゃないか」と答えた。 

・ それをぼくは、「環境」と「空間」ということと理解した。この「環境」は、お客さんのた

めのものでなく、従業員のための環境のことを言っていて、休憩がとれない、給料があが

らない、愚痴とぼやきばかりのような労働状況は改善すべきと思っている。 

・ 事実、若い子たちが働く環境が壊れている。 

・ 55歳以上の料理人の仕事はなく、道路工事の警備員をしている方を多く知っている。その後

は60歳から年金をもらう65歳まで仕事がない状況。 

・ 今の主流は、30代の料理長、50代の料理人が必要ないかと言うと必要なのだけれど、その

理由を明確にしなければいけない。 

・ 経営者だけに文句をいっているわけではなく、料理人が違うかたちを見出さなくてはいけな

いと思っている。 

・ 言ってしまえば、料理はまずくなければ良い。「まずくない料理に最高のサービス」が一番

だと思っている。 

・ お客さんは何時間かけて、何をしに来るのだろうと考えることが大切。腹いっぱい食べさせ

てくださいというお客さんはほとんどいない。 

・ 昭和は価値の時代、平成は意味の時代。例えば、1,200円の弁当にはエビが入る、確かにエ

ビに価値はあるが、湯布院でエビには意味がない。 

・ お腹をいっぱいにするのではなく、心の満足度が問題。来たお客様を満足させたい。料理を

つくりながら、感動とおどろきをあたえつづけていきたい。感動しなければ最初から料理

をつくらなくてよいと考えている。 

・ 中谷健太郎氏に料理を出したとき、料理については何も言わなかったが、見送りで外に行っ

たときに言われたことがある。「新江ちゃんここは湯布院だね」そのとき、「ああ、料理

で湯布院を全て表現するわけではないんだ」と思った。 

・ 食べ終わったあと、それが湯布院であれば湯布院。 

・ 総合力で成り立つとしたら、浴衣を着て、表を歩くときに雲仙であればよい、雲仙でなけれ

ばいけない。 

・ 湯布院で死にたいくらい湯布院が好き、だから次に残していきたい。 

・ 100年後でも湯布院が存在して、湯布院の料理人も存在して、「100年前にこの人たちがい

たから今料理人ができる」と思ってもらえたら嬉しい。 

・ 雲仙は旅館の数が15、6軒と聞いた。湯布院が160軒あること考えると、やりすい場所だと

思う。今日からでも明日からでもできることからやり始めたらよいと思う。 

 

この勉強会を受けて、飲食店組合が、既に行っていた、雲仙の豆腐や島原そうめんなど

地元食材を使ったオリジナルメニューの開発・提供にも弾みがついたほか、ホテルや旅館

においても、地元食材を使ったメニュー開発の動きが生まれ始めることとなった。 
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３) まちづくり・ユニバーサルデザイン勉強会 

1990年代半ばから福祉環境とデザインをテーマに活動を始め、1999年有限会社ミカユニバーサ

ルデザインオフィスを設立後、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点から住環境やまちづくりに

関する企画、立案、コンサルティングを手掛け、2001年にＮＰＯ法人「まちづくり学校」の設

立・運営に関わり、2006年、代表理事（校長先生）に就任した長谷川氏より、ユニバーサルデザ

インの国内外の事例やまちづくり学校の取り組みなどについて講演いただき、意見交換を行った。 

① 開催概要 

講 師：長谷川美香氏 

（ミカユニバーサルデザインオフィス代表、ＮＰＯ法人まちづくり学校代表理事） 

日 時：2011年４月20日（水）17：00～18：30 

場 所：雲仙お山の情報館 別館（旧ビジターセンター） 

  

 

② フィールドワークの実施内容 

第Ⅲ部－４．（４）を参照 
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③ 開催結果 

■ユニバーサルデザイン（ＵＤ）を考える 

○ 国内外の事例紹介 

・ 苗場の例だが、若者が集まってロックフェスティバル

（フジロック）をやる会場までの道は、ぬかるんでいて、

毎年長靴で来て下さいと言われるところだった。これを何

とか改善して、色々な人が来れるようにしようということ

で、板一枚を1,000円で買ってそれで道を作るというＮＰ

Ｏが新潟で動いている。これもＵＤの一つといえる。 

・ 上海万博に行ってきたが、中国も少子高齢化が進んでいて、点字誘導ブロックや、最近では

多機能トイレなども普通に行われるようになっている。中国は遅れているというイメージが

あったが、ほぼ日本と同じようになって

いる。中国の人たちも清潔に使うとか、

車いすの人に関してもかなり浸透してい

るし、儒教の国なのでお年寄りを大切に

することをきちんとやっていくという部

分では同じようなことがあると思う。 

・ 交通機関のサインがどうも色々なことが

書かれすぎていて分かりづらい。足元にサインが書かれて

いることがあり、それはそれで大事だが、上に物を置いて

しまうと見えなくなってしまうという弱点がある。また、

情報量が多過ぎると読みとれない。いかに情報を減らし、

ぱっと判断がつくようにするかもＵＤの一つであり、色々

なサインを見て勉強するのは温泉地としても有効だと思う。 

・ パッケージやリモコンもＵＤ化が進んでいる。パッケージの色については、切取りのところ

に黄色い帯で書いてあるものが、即席みそ汁とかふりかけとかに出てきているのでかなり良

くなったはず。一番変わったのはテレビのリモコンの数字のフォント。文字そのものがユニ

バーサルデザインになったりしている。 

○ 雲仙にふさわしいＵＤを 

・ 地獄を歩いていて、歩きにくいところを石にしてしまっているところをボードウォークにす

るというのもいいかもしれないが、硫黄でガタガタになってしまうということもあるので、

この土地でどういう風に歩きやすくして、来てくれた人をどうハッピーにできるかというこ

とを是非考えていってもらえるといい。 

○ ＵＤとまちづくり～不便を分かり合うことで助け合うという関係を作る～ 

・ 視覚障害の人が困ることで自分にとっても同じように困ることを探す、聴覚障害の人が困る

ことで自分にとっても困ることを探す、など少しずつ道に出ていくことがとても大事。お互

いに少しずつ不便を分かり合うことで助け合うという関係ができるというのがとても大事だ。 

・ 町づくりは助け合うことがないとできない。町づくりは住民だけで頑張れば良いというこ

とではなくて、色々なん人たちの力を少しずつ借りて、自分のところを良くするという力を

働かせないと、うまくいかない。 

・ 今の雲仙は少し動脈硬化で詰まりがちになっているのかもしれない。サラサラにする薬を

外部に求めるのか、中からきれいにしていくのか、ということも検討してみると良い。 
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■ まちづくり学校での試み 

○ 新潟の「まちづくり学校」設立の経緯と理念 

・ 私が代表をしているＮＰＯ法人まちづくり学校とい

うところは、もともと新潟県内で一匹狼的にまちづ

くりをやっていた人たちが組織になって動いたらど

うなるのかという実験的な形で始まった。その経験

をふまえて、やっぱりまちづくりの人材を育成する

ことが大事ということでＮＰＯを作った。今年で10

年を迎えた。 

・ まちづくり学校には３つの校則がある。１つは、やりたい人がやる。良いなと思った人がや

る、やぶへび精神。２つ目にお互いに助け合う。得意

不得意がはっきりしているので、やれるところまでや

ってお互いの能力を出しあっていく。恩着せがましく

しない根性良し精神。３つ目がみんなが生徒、みんな

が先生。お互いに学び合う姿勢を忘れないようにしよ

う。めだかの学校精神でやっていきましょうというこ

と。この３つの精神に共鳴してくれた人達が学校に入

ってくれている。現在87名位の会員がいる。 

・ 2000年にまちづくりの人材育成のＮＰＯを立ち上げますという記者会見をした。理念は、

色々な人を掘り起こし、その人を育成して、みんなの思いを実現し合う場を作ろうというも

の。 

・ 公がつくる領域もあるが、私がやりたくてやることもある。それがだんだんと公になること

もあるので、結果的に統合されていく。まちづくりの基本的なところは、ハッピーな気持ち

になること。そういった社会システムを作っていこうというのが理念で、まちづくりの人材

育成を中心として、公共事業の参加の場づくりのコーディネートと運営や震災の復興などを

行っている。 

○ 人材育成の講座 

・ 代表的な事業として、新潟県の事業で「まちづくりコーディネーター養成講座」を新潟ＮＰ

Ｏ協会と共に「新潟県ＮＰＯ地域づくり支援センター」という団体を作ってやっている。１

泊２日が２回の半日が１回という長い講座だが、話し合いの場のあり方、場の作り方、ファ

シリテーターに必要なスキル、プログラムの組み立て方などを養成講座でやっている。 

・ それとは別に、新潟市の「まちづくり講座」というものもあり、去年度は実際にまちづくり

活動をしている人が講師になって、自分の考えていることや活動を報告するというのをやっ

た。例えば、真島さんという方は、新潟県内のおいしいものを集めたセレクトショップをや

っているが、特に熟れて農家が捨ててしまいそうなものを買い付けて売るという形で、農家

の作ったものをみんなが幸せに食べられるように運ぶということをやっている。現在は、ワ

ンデイシェフの店も運営している。彼は今、新潟市のまちなかが凹んでいるので、まちなか

再生に向けて市民有志から一口10万円出してもらって、それを活用して事業を行い、得ら

れたものをまちに還元いくという話をしている。 

・ それと、新潟駅の周辺整備ということで、新幹線と同じ高さに在来線を上げようという事業

がある。勝手に駅を作るな、市民の意見も聞いて設計に反映すべきだということでワークシ
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ョップをかなりしました。 駅の連絡通路の上でわざわざワークショップをして、話し合い

を深めたりした。 

・ また、「みなとまち新潟観光ボランティアガイド養成講座」というのがあるが、これは新潟

市からガイドを養成して欲しいという委託を受けたもので、どういう講座にするか、どう運

営するかというのを私達も企画を出して受けた。観光ボランティアに対しては、従来型のボ

ランティアのガイドのように、延々としゃべる、自分の知識をどんどん伝えるというのでは

なくて、いかに心地よく楽しく歩けて、必要な情報だけを的確に伝えていけるかということ

で、すごくコンパクトな語りで後をひくような、そんなガイドを養成していて、3期目を迎

えている。 

○ 集まる場、語る場をセット 

・ 楽しいことで、まちづくり交流会議や養成講座の受講生みんなで集まることもしている。こ

こで重要なことは、集まる場、語る場が余りないと、みんなの情報が的確に伝わってこない

ということがある。皆さんもプラン１００で定期的に集まって話をして情報が共有されてき

ていると思うが、そういったことがいかに大事かということがある。 

・ まちづくり学校が行政の味方をするわけでもなく、住民の味方をするわけでもなく、その間

を取り持って中立な立場から良いまちを作るという作業をしていく中で、各地で共通にぶつ

かる問題や情報交換をすることで、より豊かな新潟県になるだろうということで行っている。

かなりいろいろなトピックが出てきて、まちなか再生や笑いで町を再生できないかとか、新

しい試みの話を交換したりしながら集まって語らっている。 

・ まちづくり学校では出版物として「マチダス」というものを出している。まちづくりの人た

ちが持っていると良いスキルを凝縮した本。それと、３年前に亡くなったまちづくり学校の

初代校長の小疇弘一。新潟市の良心と言われるくらい、経済界からも行政からもコンサルか

らも信頼を得ており、こういった良い先輩がいたから、後ろがついてこれたのかもしれない。

上手にコーディネートをするのではなくて、みんなの気持ちを高めるような、背中から手を

かざすだけのようなやり方で、みんながその気になる、そんなような人でした。 

・ 部活動なんかもやっている。最近は「居酒屋研究会」が盛り上がっていて、渋い居酒屋のお

いしいものを食べに行ったりする。 

 

■ 中間支援組織の役割 

○ まちづくりのため、行政の支援もするし、市民の支援もする 

・ こんな形で、ワークショップや色々なことをしながら楽しい学びをしつつ、行政と市民の間

に立ったり、町の中に入っていって町の人の気持ちを聞いて地域づくりを考えていったりと

かをしている。企業の方々にも私達のスキル、会議を楽しくやるコツや短い間に成果を出す

会議の方法を作るということもやっているので、いろいろな人たちとつながり合いながら町

を考えていくということをしている。同じ業界の中で固まるということもあるが、かなり異

業種と集まっていることが多くある。 

・ 中間支援という耳慣れない言葉だが、両方共の支援を行うという感じがしている。行政の支

援（不得意なことを補完する）もするし、市民の支援もする。両者の良いところ、やりたい

気持ちややりたいことを引き出し、結びつけ、橋渡しをすることもある。 

○ 得意技、気持ちをつないで実行に移す、そのためのノウハウを提供 

・ 学校のメンバーのプロフィールを見ると、ほとんど仕事がバラバラ。農業が強い人がいたり、

ＵＤが強い人がいたり、建築やデザイナーがいたりする。実際の活動場面では、同じノウハ

ウを持って臨む。例えば、まちの人たちが強い思いがあって会議に来ても、仲良くなれなか
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ったり、力を発揮できないという時に、私どもが話し合いの場を通じてつなげて引き出して

いく、あふれ出るように支援を行うことが必要になる。町はいろいろな人が得意技を持って

やっている。その得意技をつなげて、あの人のニーズとこの人のニーズを合わせると良くな

るという情報を持っている人が、一番大事で動ける人になる。しかし、その人がどう動いて、

どうコネクションを作って、どうみんなの気持ちを結びつけて実行に移せるか、実行に移す

時にどんなプログラムを作ればそれが効果的に動くのかということが分からない場合が多い。

まちづくり学校では、長年ノウハウを積み重ねて、そのような課題に対応する様々なことを

みなさんに提供していくということをやっている。 

○ やりたい人の気持ちをしっかり受け止め、共感の輪を広げていく 

・ やりたい人がやる、お互いに助け合うという、やりたい人を押し出す周りの人の力や、やり

たい人の気持ちをしっかり受け止めて見守る人がいれば、アイデアを具現化することを誰が

やるんだ？という話にはならない。仲間をコーディネートして役割を振り分けられるコーデ

ィネーターも必要。また、何かをやりたい人が、とにかくちょっとやってみるから手伝って

くれ、というように動いていかないと、全部止まってしまいがち。そういった軽いノリで動

ける環境も大事。まちを良くしようというのは、その気持ちを持ち続けられるようにみんな

が環境を作っていくかというのが大きい。会議を繰り返しやることも大事だが、小さい成功

体験のようなものを積み上げることも大事で、イイねっていう共感の輪を広げつつ、やりた

い人がやっていかないと動かなくなってしまいかねない。 

○ お互いにいろんな人を知って、いろいろな人に助けを求めてつながる関係が重要 

・ そして、自分たちだけでは、活動が難しい時に、外部にいないか、知り合いにいないかと探

すのも良い。いろんな人を知っている人からの紹介やいろいろな人に助けを求めてつながる

ということが、大切になる。顔が見える関係を作り、お互いの弱さや困っていることを話し

合える関係を作る。水平に結ばれている関係がないと難しい。 

・ 商いをしている同士はうまくいかないことがあるが、まずは、まちを思うことができればう

まくいく。互いに尊重し合える関係が成り立っているのであれば、一人で、または自分たち

で抱えすぎないようにすることが大事。 

・ 私はあまり得意なことはないが、全体を見渡すことと、できない人を持ち上げることはでき

る。今年からは下支えの方に回って、若い人を回していこうと考えている。こんな活動が、

長崎の方にもあるんじゃないかなと思う。県内になければ近いところで探しながら、いろい

ろなノウハウを学んでもらって、次のステップにつなげていってもらいたい。 

 

【質疑応答・意見交換】 

質問：長谷川さんから見た雲仙はどう映りますか。 

長谷川：いい人たちがいるのは分かるし、やる気もあるんだろうと思う。動き出せないという理

屈がいっぱいくっついている気がする。駄目なことを先に考えて、どうすれば良くなっ

てどうすれば良いかということを思って動こうとする人が、実際になかなか現れてこな

い状態のような気がしている。きっと、アイデアはいっぱいある。俺がやる、というの

がない。それか、適切な人がいないということでそれを探しているのかなという感じも

する。 

そんなに大きな所からやらなくてもいいと思う。きっと雲仙はいきなりエベレストと

かマッターホルンを目指している所があるのではないかと思う。もっと近いところで、

きちんとできることをしっかりやればいいと思う。 
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やれることはまだまだたくさんあって、今日の「ＵＤまち歩き」でも分かったと思う

が、ハードで直そうとするとお金も時間もかかるが、ソフトでやれば簡単にできること

がたくさんある、というところからまず始めると変わる。 

一人でもやり始めたら、その人を徹底的に応援すること。一生懸命やっている人を馬

鹿にして欲しくないし、足も引っ張って欲しくない。良いことをやっているんだから、

褒めて一緒にやれば良い。その気持ちがないと動かないと思っている。 

地獄を綺麗にしようと思って毎日掃除をしている話も聞いた。みんながどれだけ地獄

を愛しているかが良く分かるので、まず地獄の中で困っていることとか不便なこととか

もっと良くなることとかを、どう味わって欲しいのかという強い気持ちがある何かを作

ってもらうだけでも、全然変わるんじゃないかと思う。 

自信を持って欲しい。こんな素敵なものをなんでもっと大事にしないのかと思ってい

る。そこを謙虚に、でもダイナミックに動いていくべき。みなさん経営者。やれる人達

なんですけど、はみ出ないようにする何かがあるのかもしれない。 

雲仙が頑張ったときに、誰が共感してくれるかということも、すごく大事だと思う。

誰が味方になって本当に盛り立ててくれようとするかということを考えると、小浜の人

かもしれない、島原半島の人達が、この地域全体のために雲仙やってくれたねって言っ

てくれるのであれば、それはすてきなこと。欠けているというよりは、怖がらずに１つ

ずつ積み上げていけば、共感の輪が染み出していく先があるんじゃないかと思う。 

雲仙が25年先にどう変わるかは想像がつかないが、このままじゃいけないという気持

ち、どう変わりたい、どうしたいかという、誰がやるじゃなくて俺がやる、になってく

れればいいと思う。 

 

質問：本業とまちづくりの両立が怖い。突っ込むと本業ができなくなる。町が好きで、島原半島

が好きでやっているが、それをやることによって自分の生活が成り立たなくなることが

怖い。そういうのはどうやって乗り越えているのか。 

長谷川：一人で背負わない。役割分担をしっかりやる。一人でできるまちづくりはない。みんな

に助けてもらわないとできないので、一人で難しいことは３人でやったっていい。一人

で全部動かないようにすることが大事で、常に情報を共有する。どんなに細かいことで

も全員に伝える。そうすることが大事。そして、結果は後からついてくる。まちがよく

なれば、商売も良くなると信じることだ。 

本業も時間を取って、そのバランスを自分なりに探っていく。私もミカユニバーサル

デザインオフィスというＵＤの会社をやりつつ、まちづくり学校をやっていく中で、と

てもやりにくい所があった。やれる時間にやるという、時間を作るように会社の人にお

願いをするのも大事。頭を下げて、この時間だけやらせてくれという本気度を見せる。

自分の気持ちを、まずは身内からしっかり分かってもらうことがないと大変。 

反対している人を説得できる自分がいれば、どんな事業でも突破できる。全員参加型

でまちづくりをするように引きずり込んでいく、そういう気持ちが大事。 

 

質問：協働でやるということは非常にプラス思考になる。参加すれば自分も商売ができるという

ことで導いていくのは大事なことと思う。参加すれば利益につながるというのは、まち

づくりの基盤になるような気がする。 

長谷川：一緒にやるという時に、コーディネートする力がどうしても必要。いろいろな人をただ

合わせるだけではなく、どううまく力が発揮できるようにするかということ。そういう
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意味ではコンサルも入っていて、熱意のある発注者がいてやっているというのは恵まれ

ている。今、この機を逃してはならないということで、みんなの気持ちが高まっていか

なくてはいけない。 

会議がたくさんあって毎日毎日大変だと聞いているが、今が一番の踏ん張り時。辛い

からといって逃げず、ここを乗り切るといいことが皆さんのところに戻ってくると思う。 

お金が回る仕組みにならなければ皆さんにとっては辛いわけなので、お金が回る仕組

みをみんなで考えていくことが大事。自分だけが儲かればいいというのではなく、町に

お金を回せる仕組みを作る。 

 

意見：震災もあって仕事が厳しい状況。仕事もまちづくりもやっていかなくてはならないという

葛藤。どちらに力配分をすればいいのかを悩んでいる。 

長谷川：勇気を持ってやってもらうのが大事。本業は渡せないので、まちづくりの部分で渡し合

うのを考える。 

意見：プラン１００でもいろいろやりたいことの中で、どういう風に優先順位を付けていくのか

が今からの問題だと思う。自分が自分のことを分かった上で、役割分担をできるような

状態まで我々もなりたいと思う。 

自分の利益のためではなく、みんなに金を回していけるようなというのは、そのつも

りで動いていても横から掠め取っていくような人もいる、その辺りはどういう対応をさ

れたかを伺いたい。基本理念というか、反対している人をどう説得するのか。 

長谷川：一人勝ちするような人は、地域で商売をしていけなくなるはず。まちのことを思い、活

性化していけば、おのずと自分の商いのことも考え直さざるを得ないこともでてきて、

改善することもあるだろう。でも、それがさらにまちの活性化につながっていくという、

そういう循環ができてくる。できれば、そういった利益の一部をまちの為に使う仕組を

作っておけば、気持ちよくみんなで動いていけるのではないか。 

意見：仕事と両立できるのか心配だというのは私も思っており、当然出てくることだと思う。そ

れで、長谷川さんがおっしゃった一人で抱え込んではいけない、小さいことでも協力し

て進めていく、そういう関係を築いていくことが雲仙を良くしていくためには必要なこ

とだと本当に思う。 

意見：やれる所からとか、自分の良いところを確実にして次につなげていくということを大切に

して、次のステップに進んで行きたいと思う。 

 

まちづくりにおけるユニバーサルデザインの基本は、ハードの対応で済ませるのでは無く、

例えそれが不十分であっても、大事なのは、「おもてなしの心」、相手を思う心であり、不

便を分かり合うことで色々な人たちと助け合う関係を作りだしていくことだと指摘され、温

泉街再整備のプランづくりにもこの考え方を反映させていくことが確認された。 

また中間支援組織としての「まちづくり学校」の話はわかりやすく、雲仙プラン１００推

進のための組織づくりの参考になった。そしてまちづくりへのスタンス、例えば、関わる際

に自分の仕事とどう両立させるかなどについての助言は、聞き手を勇気づけ、やる気きにさ

せるものであった。 
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４) 国内の温泉街の街づくり事例勉強会 

雲仙温泉以外の温泉地においても、宿泊客の減少など雲仙と同様の課題を抱えている地

域が多く、それらの地域がどのような温泉地づくりを進めようとしているのか、今後の雲

仙温泉街の街づくりの参考とするため各地のまちづくり・地域振興・都市計画・建築設計

等に携わり、杖立温泉、城崎温泉、水上温泉、草津温泉など温泉地のまちづくり・地域活

性化・街なみ形成等にも多く関わる吉田氏より、国内の温泉地域の事例を紹介いただいた。 

① 開催概要 

講 師：吉田道郎氏 

（株式会社梵まちつくり研究所代表、雲仙プラン１００策定委員会専門委員） 

実施日:2011年10月25日（火）20：00～21：00 

場 所：湯元ホテル 

② 開催結果 

熱海温泉、草津温泉、水上温泉、城崎

温泉の温泉街づくりの事例を、地域の現

状や歴史的な背景を踏まえスライドで紹

介。 

熱海温泉からは、平成 19 年４月に市

長直轄で設置された「観光戦略室」が行

う「観光戦略会議」や感動を与える体験

プログラムを地元住民とともに開発し提

供する「熱海温泉玉手箱」が紹介された。

「観光戦略会議」は、市役所内部の壁、

市民と市役所の壁、また官民の壁、これ

を取り払って、もう一度熱海の観光につ

いてゼロから見直して考えて新しいビジ

ョンを打ちたてようと実施されたもので、

観光団体や行政、市民、外部の観光プロ

デューサーにより構成され、吉田氏は観

光戦略プロデューサーのひとりとしてか

かわった。「熱海温泉玉手箱」は、単に

観光客を呼び込むという目的のほか、

地域の人が地域資源の再確認を行うと

いう目的があり、こうした事業にかか

わるなかで若いキーマンが発掘され、

精力的な活動を始めた例も紹介された。 

水上温泉からは、「まちづくりは

人づくり」を目的に、水上温泉街の空

き店舗を利活用して 2005 年にオープ

ンした“まちづくり拠点「ピノキ

オ」”や湯原地区のまちなみ協定の事
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例が紹介された。 

草津温泉の事例として、湯畑周辺の再開発プロジェクト「草津湯源湯路街」と、そのな

かで実施される湯治体験・観光案内施設「湯源の湯屋」と湯路広場の整備などが背景とと

もに紹介された。 

城崎温泉からは、兵庫県城崎町（現豊岡市）が合併前に、住民参画のもとに策定した城

崎温泉のまちづくり指針となる「城崎このさき100年計画」を紹介。この計画のコンセプト

に掲げた「めぐる」を実現するリーディングプロジェクトで吉田氏が企画から携わった

「木屋町小路」を紹介。街の回遊性及び施設内の回遊性と賑わいの創出を目的に、地域の

若手が新規事業にチャレンジできるテナントの設置などが行われた。これらの３年間にわ

たり施設建設の意義、機能配置、運営方法、デザイン等の検討を進めたこと。市が建設、

商工会が指定管理者となり運営していることなども紹介された。 

 

各温泉地が雲仙と同様の課題の解決に向け、新たな時代にあわせた温泉地づくりに着手

していることを知る機会となった。また、地元の資源を発掘し地元の手で売り出していく

ことや街づくりのための地元主体の組織の重要性なども認識された。勉強会後、吉田氏よ

り各温泉地の組織について情報をいただきながら、雲仙プラン１００地域づくり委員会の

立ち上げ準備を進め、組織の発足を後押しするきっかけともなった勉強会であった。 


